
 

 

 

  

6年上第 1回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル      その 5 

 

アとイの人数の合計は， 30-(0+1+13+6)=10(人) 

分かっている合計点は，20x1+60x13+80x6=1280(点) 

全体の合計点は，62x30=1860(点) 

10人の合計点は， 1860-1280=580(点) 

 

 

今までのテストの回数を□回，次のテストを１回と 

すると右の図のような面積図になります。 

（ア）＝（イ）です。 

(100-90)x1=(90-88)x□ 

 10 = 2x□ 

 

右の図のようになります。 

（ア）＋○＝(40x150=)6000 点 

（イ）＋○＝(150+250)x▲ 

（ア）＝（イ）ですから， 

(ア)+○=(イ)+○ 

したがって， 

400x▲＝6000 

    ▲=6000÷400 

=15(点) 

   

つるかめ算 

10 人全員が 100 点とすると 

アの人数は， 

(100x10-580)÷(100-40) 

 = 7(人) 

イの人数は， 10-7=3(人) 

 ア：7  イ：3 

 
□=10÷2 

    = 5(回)・・・今までの回数    5 回 

 

(ア)のたては， 

 40-15=25(点) 

合格者の平均点は， 

 182+25=207(点) 

207点 


